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S1-1 

S1-01 防災関係機関 

 

防災関係機関 

 

１ 指定地方行政機関（内閣総理大臣が指定した機関） 

・中部管区警察局          ・東海総合通信局 

・東海財務局            ・東海北陸厚生局 

・愛知労働局            ・東海農政局 

・中部森林管理局          ・中部経済産業局 

・中部近畿産業保安監督部      ・中部地方整備局 

・中部運輸局            ・大阪航空局中部空港事務所 

・国土地理院中部地方測量部     ・名古屋地方気象台 

・第四管区海上保安本部       ・名古屋海上保安部 

・中部地方環境事務所        ・近畿中部防衛局東海防衛支局 

 

２ 指定公共機関（内閣総理大臣が指定した機関） 

・独立行政法人国立病院機構     ・独立行政法人地域医療機能推進機構 

・独立行政法人水資源機構      ・独立法人都市再生機構 

・日本銀行             ・日本赤十字社 

・日本放送協会           ・中日本高速道路株式会社 

・中部国際空港株式会社       ・東海旅客鉄道株式会社 

・日本貨物鉄道株式会社       ・西日本電信電話株式会社 

・日本郵便株式会社         ・東邦瓦斯株式会社 

・日本通運株式会社         ・福山通運株式会社 

・ヤマト運輸株式会社        ・佐川急便株式会社 

・西濃運輸株式会社         ・中部電力株式会社 

・関西電力株式会社         ・株式会社ＪＥＲＡ 

・電源開発株式会社         ・ＫＤＤＩ株式会社 

・株式会社ＮＴＴドコモ       ・エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 

・ソフトバンク株式会社       ・楽天モバイル株式会社 

・イオン株式会社          ・ユニー株式会社 

・株式会社イトーヨーカ堂      ・株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 

・株式会社セブンイレブン・ジャパン ・株式会社ローソン 

・株式会社ファミリーマート     ・一般社団法人日本建設業連合会 

 



S1-2 

S1-02 過去の主な風水害 

 

過去の主な風水害 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録 
被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速

（m/s） 

総降水量 

(mm) 

大元.9.22～23 

（1912 年） 
暴風雨 971.4 28.2SSE 102.9 

②死者 140 負傷者 180 

 家屋全壊 6,000 

大 8.9.16～17 

（1919 年） 
暴風雨    

②死者 4 

 家屋全壊 40 浸水 700 

大 10.9.25～26 

（1921 年） 
暴風雨 986.7 18.3SE 43.9 ②死者 27 負傷者 22 

大 14.8.14～15 

（1925 年） 
大 雨    

②死者 6 負傷者 3 

家屋全壊 25 浸水 20,000 

大 14.9.11 

（1925 年） 
暴風雨 996.0 22.8SSE 186.8 

②死者 12 負傷者 3 

家屋全壊 52 浸水 20,000 

大 15.9.4 

（1926 年） 
暴風雨 989.1 20.8NNW 52.9 

②死者 23 負傷者 70 

家屋全壊 166 浸水 1,400 

昭 5.7.19 

（1930 年） 
大 雨    

②死者 13 負傷者 2 

家屋全壊 13 浸水 2,000 

昭 7.7.１～2 

（1932 年） 
大 雨    

②死者 26 負傷者 9 

家屋全壊 30  浸水 2,700 

昭 9.9.21 

（1934 年） 

暴風雨 

(室戸台風) 
975.9 32.9SSE 24.0 

②死者 8 負傷者 68  

家屋全壊 85 

昭 10.10.27 

（1935 年） 
大 雨    

②死者 1 負傷者 2 

 浸水 13,000 

昭 11.10.2～3 

（1936 年） 
暴風雨 984.6 12.7N 198.2 

②死者 2 負傷者 8 

家屋全壊 4 浸水 15,000 

昭 13.7.3～5 

（1938 年） 
大 雨    

②死者 2 家屋全壊 6 

浸水 4,500 

昭 19.10.7～8 

（1944 年） 
暴風雨 975.3 3.7SSE 80.8 

②死者 5 負傷者 2 

家屋全壊 95 浸水 700 

昭 20.9.18 

（1945 年） 

暴風雨 

(枕崎台風) 
988.7 20.2SSE 40.3 

②死者 4 負傷者 8 

家屋全壊 400 浸水 600 

昭 20.10.11 

（1945 年） 

暴風雨 

(阿久根台風) 
997.1 14.0SSE 228.9 

②死者 1 家屋全壊 1 

浸水 6,000 

昭 25.9.3 

（1950 年） 
暴風雨 

(ジェーン台風) 
995.4 26.7SE 47.4 

②死者 6 負傷者 36 

家屋全壊 40 浸水 300 

昭 27.6.23～24 

（1952 年） 

暴風雨 

(ﾀﾞｲナ台風) 
991.3 13.7NNE 177.2 

②死者 1 家屋全壊 3 

浸水 6,800 

昭 28.9.25 

（1953 年） 

暴風雨･高潮 

(台風 13 号) 
970.0 22.6NNW 178.1 

②死者 72 負傷者 623 

家屋全壊 6,769 浸水 90,000 

昭 29.7.30 

（1954 年） 
大 雨    

②死者 3 負傷者 1 

家屋全壊 15 浸水 6,870 

昭 30.10.20 

（1955 年） 

暴風雨 

(台風 26 号) 
989.7 20.8SSE 34.3 

②死者 3 負傷者 18  

家屋全壊 65 半壊 61  

一部破損 113 床上浸水 14 

床下浸水 599 

昭 32.8.7 

（1957 年） 

大 雨 

(多治見大雨) 
   

②死者 33 負傷者 44  

家屋全壊 88  半壊 89   

床上浸水 3,547   

床下浸水 13,961   

昭 33.8.25 

（1958 年） 

暴風雨 

(台風 17 号) 
999.0 17.7SE 139.9 

②死者 3 負傷者 1 

 家屋全壊 9  半壊 25  一部破損 248  

床上浸水 116  床下浸水 4,682   

昭 34.8.14 

（1958 年） 
大 雨 993.5 13.4WNW 234.0 

②負傷者 1 家屋全壊 1   

半壊 20  一部破損 2  

床上浸水 14  床下浸水 80,826  



S1-3 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録 
被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速

（m/s） 

総降水量 

(mm) 

昭 34.9.26 

（1959 年） 

暴風雨･高潮 

(伊勢湾台風) 
958.5 37.0SSE 165.7 

①台風と高潮による災害で伊勢湾を中心

に県下全域の沿岸部に被害が集中し

た。 

②死者 3,168 行方不明 92   

負傷者 59,045 

 家屋全壊 23,334 流失 3,194 

 半壊 97,049 一部破損 287,059  

 床上浸水 53,560 床下浸水 62,831   

③県下全域（沿岸部中心） 

④3,224 億円 

昭 36.6.23～

29（1961 年） 

大  雨 

(36.6 梅雨 

前線豪雨) 

 

  

398 

立 田 

682 

①集中豪雨による災害で尾張部を中心に

河川の氾濫等の被害が発生した。 

②死者 4 行方不明 2 負傷者 13 

 家屋全壊 29 流失 2  半壊 72  

 床上浸水 7,969 床下浸水 66,654   

③県下全域  

④111 億円 

昭 36.9.16 

（1961 年） 

暴風雨 

(第二室戸台

風) 

971.7 28.7SSE 96.4 

①集中豪雨による災害で中小河川の氾

濫・暴風雨による竜巻等の被害が発生

した。 

②死者 3  負傷者 146 

 家屋全壊 168  半壊 515 

 床上浸水 652 床下浸水 8,868 

③尾張部 

④104 億円 

昭 37.6.30～7.5 

（1962 年） 

大 雨 

（前線） 

 

 

 

 

103 

伊良湖 

236 

 

①局地的集中豪雨による災害で中小河川

の氾濫等の被害が発生した。 

②死者 2  負傷者 1  

 家屋全壊 2   

 床上浸水 1,605  床下浸水 15,501   

③東三河 尾張部 

昭 37.8.26 

（1962 年） 

暴風雨 

(台風 14 号) 
996.5 23.3SSE 110 

①風水害による災害で県下全域で被害が

発生した。 

②死者 1  負傷者 9   

 家屋全壊 26  半壊 28  

 床上浸水 177 床下浸水 7,556   

③県下全域 

④42 億円 

昭 39.9.25 

（1964 年） 

暴風雨 

(台風 20 号) 
992.8 22.0SSE 105.2 

①雨による災害で県下全域に被害が発生

した。 

②死者 2 負傷者 10  

 家屋全壊 6 半壊 12   

 床上浸水 23 床下浸水 2,298   

③県下全域（主として名古屋、尾張、海部、

知多） 

④26 億円 

昭 40.9.17 

（1965 年） 

暴風雨 

(台風 24 号) 
970.2 17.0N 188.6 

①雨による災害で平野部に被害が多く発

生した。 

②死者 1 負傷者 18  

 家屋全壊 12 半壊 62   

 床上浸水 1,728  床下浸水 49,622  

③県下全域（主として名古屋、海部） 

④93 億円 



S1-4 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録 
被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速

（m/s） 

総降水量 

(mm) 

昭 41.10.12 

（1966 年） 

大雨 

(東三河集中豪

雨) 

  

54 

田 原 

345 

①集中豪雨による災害で東三河の平野部

に中小河川の氾濫等の被害が発生し

た。 

②死者 10 負傷者 14  

 家屋全壊 18 半壊 11  

 床上浸水 11  床下浸水 20,747   

③東三河（豊橋市、田原中心） 

④42 億円 

昭 43.8.29 

（1968 年） 

大 雨 

(台風 10 号) 
991.5 15.7SSE 

179 

茶臼山 

587 

①集中豪雨による災害で三河山間部に中

小河川の氾濫、山(がけ)崩れ等の被害

が発生した。 

②死者 6 負傷者 15 

 家屋全壊 24 半壊 24 一部破損 45 

 床上浸水 292 床下浸水 4,314   

③奥三河（新城及び南･北設楽郡） 

④59 億円 

昭 44.8.4～5 

（1969 年） 

大雨 

(台風 7 号) 
990.6 14.8ESE 

64 

新 城 

365.5 

①集中豪雨による災害で三河山間部に中

小河川の氾濫、山(がけ)崩れ等の被害

が発生した。 

②死者 3 負傷者 5 

 家屋全壊 10 半壊 36 一部破損 81 

 床上浸水 661 床下浸水 3,515   

③奥三河（新城市及び宝飯郡、南･北設楽

郡） 

④45 億円 

昭 45.7.29～30 

（1970 年） 
集中豪雨 1,010.8 7.7ENE 123.5 

②死者 3 負傷者 4 

 家屋全壊 2 半壊 7 

 床上浸水 4,552 床下浸水 37,946 

③尾張部 

④18 億円 

昭 46.8.30～31 

（1970 年） 

大雨 

(台風 23 号) 
987.5 10.0E 321.5 

②死者 4 負傷者 15 

 家屋全壊 19 半壊 127  

 床上浸水 6,136 床下浸水 59,160 

 一部破損 228   

③県下全域 

④176 億円 

昭 47.7.12～13 

（1972 年） 

集中豪雨 

(47.7 豪雨 

台風 6 号) 

  

289 

猿 投 

458 

①集中豪雨による災害で三河山間部に、

中小河川の氾濫、山（がけ）崩れ等の被

害が発生した。 

②死者 64 行方不明 4 負傷者 12 

 家屋全壊 271 半壊 287 

 床上浸水 20,075 床下浸水 12,077 

③西三河（小原、藤岡、豊田、足助） 

④302 億円 

昭 49.7.7 

（1976 年） 

豪雨 

(七夕豪雨 

台風 8 号） 

1,008.2 6.7SE 

65 

新 城 

323 

東 栄 

302 

南知多 

285 

①台風と梅雨前線による集中豪雨災害

で、中小河川の氾濫、がけ崩れ、橋梁の

流失等の被害が発生した。 

②死者 3 負傷者 12  

 家屋全壊 16 半壊 70 

 床上浸水 1,820 床下浸水 11,800 

 一部破損 86  

③知多、東三河地域（豊橋、蒲郡、南知多

ほか 31 市町） 

④195 億円 



S1-5 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録 
被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速

（m/s） 

総降水量 

(mm) 

昭 49.7.24～25 

（1974 年） 
大 雨   

139.8 

津 島 

333 

常 滑 

315 

一 宮 

237 

①集中豪雨による災害で尾張、海部、知多

を中心に家屋の浸水被害が多数発生し

た。 

②死者 1 負傷者 7 

 床上浸水 7,248 床下浸水 743,035   

③県下全域 ④92 億円 

昭 51.9.8～13 

（1976 年） 

集中豪雨 

(51.9 豪雨 

台風 17 号) 

1,002.4 10.2SE 

422 

一 宮 

682 

南知多

602 

①集中豪雨による災害で尾張、海部、知多

に中小河川の氾濫等の被害が発生し

た。 

②死者 1 負傷者 37 

 家屋全壊 14 半壊 437 

 床上浸水 13,050  床下浸水 102,677 

 一部破損 461  

③尾張、海部、知多地域（59市町村） 

④378 億円 

昭 54.9.24～25 

（1979 年） 
豪雨 

 

 

94 

名古屋市

港区 

224 

1 時間雨量 

108 

①雷を伴った前線による局地的な豪雨災

害で家屋の浸水、道路、河川等の被害が

発生した。 

②死者 2 

 床上浸水 1,665 床下浸水 33,351  

③県西部地域（名古屋市、東海市他 18 市

町村） 

④26 億円 

昭 54.9.28～

10.1 

（1979 年） 

暴風雨 

(台風 16 号) 

981.9 

小牧 

978.2 

17.7SE 

伊良湖 

21.3S 

50 

茶臼山 

170 

①台風通過による災害で家屋損壊、農水

産物、公共土木施設等の被害が発生し

た。 

②死者 1 負傷者 23 

 家屋全壊 2 半壊 20 

 床上浸水 9  床下浸水 178 

 一部破損 217  

③県全域 

④65 億円 

昭 54.10.18～19 

（1979 年） 

暴風雨 

(台風 20 号) 

971.9 

小牧 

969.4 

14.2W 

伊良湖 

20.0S 

80 

作 手 

282 

茶臼山 

279 

鳳 来 

233 

①台風の通過による災害で家屋損壊、農

水産物、公共土木施設等の被害が発生

した。 

②行方不明 1 負傷者 8  

 家屋全壊半壊 4 

 床上浸水 39 床下浸水 314 

 一部破損 26  

③県全域 

④113 億円 

昭 57.8.1～3 

（1982 年） 

暴風雨 

(台風 10 号 

と低気圧) 

975.1 

伊良湖 

973.0 

9.4SSW 

伊良湖 

21.1E 

184.5 

鳳 来 

501 

伊良湖 

444 

①台風と低気圧による大雨に伴う家屋損

壊、農地農業用施設、農林水産物、公共

土木施設等に被害が発生した。 

②負傷者 9 

 家屋全壊 1 半壊 4 

 床上浸水 230 床下浸水 2,777 

 一部破損 91  

③県全域 

④131 億円 



S1-6 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

名古屋の記録 
被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 
最低気圧 

（hPa） 

最大風速 

風速

（m/s） 

総降水量 

(mm) 

昭 57.9.11～12 

（1982 年） 

暴風雨 

(台風 18 号) 

984.1 

伊良湖 

980.5 

10.3N 

伊良湖 

19.7NNW 

134.0 

伊良湖 

3 06.5 

①台風の通過によるに災害で家屋損壊、

農林水産物、公共土木施設等に被害が

発生した。 

②死者 1 負傷者 1 

 家屋全壊 1 半壊 1 

 床上浸水 7 床下浸水 324 一部破損 4 

③主として県東部 

④約 23 億円 

昭 58.8.16～17 

（1983 年） 

暴風雨 

(台風 5 号) 

982.0 

伊良湖 

974.9 

7.2WNW 

伊良湖 

19.0ENE 

100 

豊 橋 

419 

①台風の通過による災害で家屋損壊、農

林水産物、公共土木施設等に被害が発

生した。 

②負傷者 1 家屋全壊１ 半壊 1 

 床上浸水 33  床下浸水 356  

 一部破損 3  

③主として県東部 

④約 13 億円 

昭 58.9.27～28 

（1983 年） 

暴風雨 

(台風 10 号) 
992.2 

9.5 

伊良湖 

11.2SSE 

234 

小 原 

291 

茶臼山 

305 

①台風の通過、特に豪雨による災害で家

屋損壊、農林水産物、公共土木施設、農

林水産業施設、農林水産物等に被害が

発生した。 

②死者 5 負傷者 1  

 家屋全壊 2 半壊 1  

 床上浸水 762  床下浸水 16,974  

 一部破損 25  

③主として県西部 

④約 28 億円 

平元.9.2～4 大 雨   

132 

茶臼山 

325 

①低気圧に伴う寒冷前線による災害   

②死者 1 負傷者 3 

 家屋全壊 1 半壊 1   

 床上浸水 3  床下浸水 139 一部破損 2  

③県全域 

④約 24 億円 

平元.9.19～20 台風 22 号   

47 

茶臼山 

295 

①台風の通過、特に豪雨に東加茂郡を中

心とした豪雨による土砂災害により家

屋損壊、農林水産物、公共土木施設、農

林水産業施設等に被害が発生した。 

②死者 2  負傷者 1   

 家屋全壊 18 半壊 11   

 床上浸水 121  床下浸水 134 

 一部破損 9  

③県全域 

④約 92 億円 

平 2.9.19～20 
台風 19 号 

 

972.5 

伊良湖 

976.9 

20.1SSE

伊良湖

26.2S 

95 

作 手 

254 

①台風の通過による災害で、特に農業用

施設、農作物の被害が著しかった。 

②負傷者 29 

 家屋全壊 2 半壊 28 

 床上浸水 67 床下浸水 1,408 

 一部破損 2,297  

③県全域 

④約 153 億円 

 

 

 

 



S1-7 

年 月 日 
種 別 

(災害の要因) 
項目 観測点 

総降水量 

・風速 

被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 

平 3.9.18～19 

大 雨 

(台風 18 号・

前線) 

 

総降水量 

 

1 時間降水量 

 

 

名古屋 

南知多 

名古屋 

東 海 

南知多 

242 

316 

57 

55 

48 

①台風 18 号の接近伴い、本州南岸の秋雨

前線の活動が活発化した。このため、名

古屋市 3 区（北・緑・天白）及び春日井

市では、災害救助法が適用された。 

②死者 2  軽傷者 1 

 家屋全壊 2 半壊 28 

 床上浸水 3,713 床下浸水 12,131  

 一部破損 9 

③県全域 

④約 60 億円 

平 6.9.29～30 
暴風雨・竜巻 

(台風 26 号) 

風  速 

瞬間風速 

総降水量 

1 時間降水量 

名古屋 

名古屋 

作 手 

作 手 

19.4SSE 

36.7SSE 

235 

48 

①台風の他、竜巻が発生した。 

②負傷者 37 

 家屋全壊 8 半壊 113 

 床上浸水 137 床下浸水 456 

 一部破損 981 

③県全域 

④約 53 億円 

平 10.9.21～23 
暴風雨 

(台風 7･8 号) 

風  速 

瞬間風速 

総降水量 

1 時間降水量 

名古屋 

名古屋 

作 手 

作 手 

21.5SSE 

42.6SSE 

329 

63 

①台風 8 号が 21 日、第 7 号が 22 日と続

いて上陸。8 号は雨、7 号は風による被

害が大きかった。交通網が大混乱し、農

業被害も大きかった。 

②死者 3 負傷者 151 

 家屋全壊 8 半壊 35 一部破損 661 

③県内全域 

④約 33 億円 

平 11.9.24～26 
竜 巻 

(台風 18 号) 

風  速 

 

瞬間風速 

 

名古屋 

伊良湖 

名古屋 

伊良湖 

11.2SSE 

11.0S 

23.0S 

20.5S 

①台風１8 号の外側を取り巻く積乱雲が、

東海地方の南海上から県沿岸にかか

り、4 個の竜巻が相次いで発生した。こ

のため豊橋市では、被災者生活再建支

援法（法律第 66 号）が平成 10 年 11 月

6 日施行されて以来、本県で始めて同法

の適用となった。 

②負傷者 453 

 家屋全壊 41 半壊 31 一部破損 1,052 

③主として県東部 

④約 21 億円 

平 12.9.11～12 

大 雨 

(平成 12 年 

東海豪雨) 

総降水量 

 

 

 

 

 

1 時間降水量 

 

 

 

 

 

名古屋 

東 海 

蟹 江 

一 宮 

稲 武 

蒲 郡 

名古屋 

東 海 

蟹 江 

一 宮 

稲 武 

蒲 郡 

566.5 

589 

365 

293 

467 

249 

97 

114 

78 

54 

70 

55 

①秋雨前線が台風 14号の暖かく湿った空

気が多量に流れ込んだため、前線の活

動が活発となり、愛知県を中心とした

東海地方で記録的な大雨となった。こ

のため、23 市町村が避難勧告・指示を

発令し、63,000 人以上が避難され、21

市町村で災害救助法及び災害者生活再

建支援法の適用がされた。この災害が、

激甚災害に指定され、中小企業支援措

置及び農地・農業施設用支援並びに林

道の災害復旧事業支援措置がなされ、

旭町、稲武町が局地激甚災害（公共土木

施設分）の指定を受けた。 

②新川をはじめ県内河川の破堤 20 箇所、

越水 319 箇所。 

 死亡 7 負傷者 107 

 家屋全壊 18 半壊 154 

 床上浸水 22,078 床下浸水 39,728 

 一部破損 147 

③県全域 

④約 2,800 億円 



S1-8 

年 月 日 
種 別 

(災害の要因) 
項目 観測点 

総降水量 

・風速 

被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 

平 13.8.21～22 
暴風雨 

(台風 11 号) 

総降水量 

 

 

1 時間降水量 

 

茶臼山 

作  手 

岡  崎 

茶臼山 

南知多 

一 色 

鳳 来 

330 

313 

255 

34 

34 

33 

32 

①台風の通過の夜災害 

②死者 1 負傷者 1 

 床上浸水 3 床下浸水 165 

③県全域 

④約 3 億円 

平 15.8.8～9 
暴風雨 

(台風 10 号) 

総降水量 

 

瞬間風速 

茶臼山 

作手 

名古屋 

382 

336 

28ESE 

①台風の通過のよる災害 

②負傷者 5 

 床上浸水 1 床下浸水 15 一部破損 5 

③県全域 

④約 24 億円 

 

平 16.6.21 

 

暴風雨 

（台風６号） 

総降水量 

 

瞬間風速 

茶臼山 

名古屋 

伊良湖 

284 

34 

30 

①台風の通過による災害 

②負傷者 27 

 半壊 1 一部損壊 16 

 床上浸水 1 床下浸水 3 

③県内全域 

④約 13 億円 

平 16.10．20～

21 

暴風雨 

（台風 23 号） 

総降水量 

 

瞬間風速 

茶臼山 

名古屋 

伊良湖 

265 

33 

35 

①台風の通過による災害 

②死者 1 負傷者 18 

 一部損壊 41 

 床上浸水 21 床下浸水 160 

③県内全域 

④約 17 億円 

 

 

 

 

 

平 20.8．28～30 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨 

８月末豪雨 

 

 

 

 

総降水量 

 

 

 

1 時間降水量 

 

 

 

 

 

岡崎 

蒲郡 

豊橋 

一宮 

名古屋 

岡崎 

一宮 

豊橋 

蒲郡 

名古屋 

447.5 

365 

351.5 

272 

237 

146.5 

104 

62.5 

58.5 

55 

①停滞していた前線に非常に湿った空気

が流れ込んだため、前線の活動が活発

となり、県内各地で記録的な大雨とな

った。このため、名古屋市及び岡崎市

で、災害救助法及び被災者生活再建支

援法の適用がされた。 

②広田川が破提。 

 死者 2 負傷者 5 

 住家の全壊 5 半壊 3 一部損壊 29 

 床上浸水 2,480 床下浸水 14,106 

③県内全域 

④約 107 億円 

平 21.10．7～8 

暴風雨 

（台風１８

号） 

総降水量 

瞬間風速 

 

東海 

名古屋 

伊良湖 

206 

29.9 

39.9 

①台風 18 号が知多半島付近に上陸し、特

に農業用施設、農産物の被害が著しか

った。 

②負傷者 19 

 家屋全壊 6 半壊 41 一部損壊 2,092 

 床上浸水 246 床下浸水 1235 

③県内全域 

④約 134 億円 

平 23.9.20～21 
暴風雨 

台風第15号 

総降水量 

 

 

瞬間風速 

 

名古屋 

茶臼山 

阿蔵 

名古屋 

伊良湖 

274 

367 

383.5 

22 

33 

①奄美大島近海で迷走後に勢力を強め、

21日14時頃に浜松市付近に上陸。名古

屋市では100万人を超える市民に対し

避難勧告が出された。 

②死者4 負傷者8 

 家屋一部損壊69 

 床上浸水239 床下浸水572 

③県内全域 

④約 30 億円 



S1-9 

年 月 日 
種 別 

(災害の要因) 
項目 観測点 

総降水量 

・風速 

被害の概要 

①災害の特徴 ②被害の程度 

③発生場所    ④被害額 

平 24.6.19 
暴風雨 

台風第15号 

総降水量 

 

瞬間風速 

 

名古屋 

阿蔵 

名古屋 

伊良湖 

53 

239 

18.8 

27.7 

①19日17時過ぎに和歌山県南部に上陸し

た台風第4号は、その後紀伊半島の東

岸を北東に進み、伊勢湾を通過し、20

時過ぎに愛知県東部に再上陸した。豊

田市阿蔵では1時間降水量65.5mmの非

常に激しい雨を観測するなど、東部を

中心に大雨となった。 

②負傷者6 

 家屋一部損壊8 床下浸水4 

③県内全域 

④約5億円 

（出典：愛知県地域防災計画） 

 

 

丹羽郡の過去の主な風水害 

年 月 日 
種 別 

（名 称） 

県下の被害概要 

①災害の特徴  ②被害の程度  ③発生場所 

明元.5.14 
大雨･洪水 

入鹿池堤防決壊 

①明治元年 4 月から 5 月にかけて続いた長雨により、入鹿池の水量が激増。

堤防が決壊した。 

②死者 941 負傷者 1,471 流失家屋 807 床上・床下浸水 11,709 

③主として丹羽、春日井、中島、海東(現 海部郡)の 4 郡 

明 45.4.19 降雹・強風 
①丹羽郡一帯で降雹・強風が発生し、建物や農作物に大きな被害が出た。 

②負傷者 6 建物倒壊等 9 畑地 2862(反) 

大元.9.22～23 暴風雨 
②死者 4 負傷者 4 

 建物全壊 527(内住宅 262) 半壊 228(内住宅 157) 

昭 3.4.21 凍霜害 
①降霜により、農作物に近年まれにみる被害が発生し、特に桑園のうけた被

害が大きかった。 

昭 9.9.20～21 
暴風雨 

（室戸台風） 

①風速は 60 メートルを記録。台風の通過により、農作物が大きな被害を受け

た。 

昭 34.9.26 
暴風雨 

（伊勢湾台風） 

①強風と高潮による災害で伊勢湾を中心に県下全域の沿岸部に被害が集中し

た。大口町でも事前に対策本部を設置し、被害に備えた。 

②死者 3 負傷者 38 家屋全壊 77 半壊 135 簡易水道の断水 

（参考文献：大口町史） 
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S1-03 東海地方に影響のあった主な台風 

 

  １ 昭和 9年 9月 21日 室戸台風 

    この台風は、海上を時速 20km ぐらいで北上し、19 日夜には沖縄南方に近づいた。このころか

ら北東に進路を変え、四国沖を進み 20 日夜半過ぎに室戸付近へ、非常に強い大型の台風として

時速 60kmで上陸した。上陸後は、徳島の西、淡路島、神戸市、和田岬、深江の北側、宝塚池田付

近そして敦賀の西側を通過し、時速は 70km～90km に速まり、勢力は衰えながら本州を縦断して

宮古付近から三陸沖へ去った。 

 

２ 昭和 28年 9月 25日 台風第 13号 

この台風は、トラック島南東 150kmの海上に発生し西から次第に北西に進み、22日夜には沖ノ

鳥島の西方の洋上で急速に発達し猛烈な大型台風となった。この辺から四国沖に向け北上し、25

日 17 時過ぎには志摩半島を横断し毎時 40km ぐらいの速さで伊勢湾を経てカムチャッカ半島へ

去った。 

 

３ 昭和 34年 9月 26日 伊勢湾台風 

この台風は、エニウエトック島の西 250km の海上で発生した弱い熱帯低気圧が 9 月 23 日には

マリアナ諸島で中心気圧が 894hPaに発達して超大型台風になり、北上して 9月 26日夜には紀伊

半島へ上陸、上陸後も勢力があまり衰えなかった。 

    台風の本国上陸にあたり風速の最大区域が台風中心経路の東側 70km 付近で志摩半島東部から

伊勢湾にかけて舌状にのびていた。これにより伊勢湾に、記録的な高潮が発生した。 

 

４ 昭和 36年 9月 16日 第 2室戸台風 

    マーシャル諸島付近で発生した弱い熱帯低気圧が、9月 8日 15時に台風 18号となった。12日

朝にはマリアナ諸島の南西海上で 900hPa の超大型の台風に発達し、14 日夜半には沖縄の東側で

進路を変え、16日朝には四国の南海上から室戸岬をかすめ大阪湾に向かい、同日 13時 30分頃に

は尼ケ崎と西ノ宮の間に上陸した。その後 15時には敦賀付近に進んだ。台風の規模や進路は、昭

和 9年の室戸台風に似た台風であった。 

５ 昭和 37年 7月 27日 台風第 7号 

    この台風は、硫黄島の東側 1,500kmの海上に発生したもので、発生地が非常に北東に偏ってい

た。 

    発生後 1日は、ほぼ北上、2日目が西進して 27日四国南東の海上で進路を変え、潮岬と白浜の

間に 13時頃に上陸し東海道西部、関東北部を通過して三陸沖に去った。海上では中心気圧 965hPa

の中型規模だったが上陸後は急に衰え、28日には早くも 1,000hPaになり熱帯低気圧となった。 

 

６ 昭和 37年 8月 26日 台風第 14号 

この台風は、8月 21日 9時にマリアナ諸島の海域で発生した。硫黄島付近では中心気圧 950hPa

になり、いわゆる夏型特有の小型台風であった。小笠原諸島の父島西方を過ぎる頃から進路を北

向き変え、そのまま中部地方に向かって北上、上陸した。26日の 4時頃には中心が三重県の北牟

婁郡中島付近に上陸し、その後も北上を続け、琵琶湖付近を通って日本海に抜けた。 
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７ 昭和 46年 8月 30日～31日 台風第 23号 

この台風は、8 月 21 日 9 時、南鳥島の南西で発生し、ゆっくり北西から西北西に進み、28 日

朝、奄美大島の南東方に達し台風は速度が遅くなった。海上で発達し始めた台風は、屋久島付近

を通過する頃には中心気圧が 915hPaであった。 

29日夜半には大隈半島（佐多岬）に上陸し、四国から大阪付近、三重県南部を通り 31日昼頃

には伊良湖岬をかすめて東方へ去った。 

 

８ 昭和 47年 9月 16日 台風第 20号 

    この台風は、9 月 13 日 12 時、沖ノ鳥島の南 500km に発生し、ゆっくり北西に進み、沖の大東

島の南海上で進路を北から北北東に変えた。一方 15日 15時には低気圧が朝鮮半島北部の元山沖

約 400kmにあり、前線が南東にのびて、愛知県付近に達し愛知県では、この前線の影響により 15

日朝から雨が強くなった。 

    台風は 16日、18時 30分潮岬付近に上陸して、その後紀伊半島を縦断し、三重県を経て岐阜県

西部を通り、17日 5時には佐渡付近を通過し午後には北海道西岸に達した。 

 

９ 昭和 54年 9月 31日～10月 1日 台風第 16号 

    9 月 23 日、ヤップ島の北西海上で台風 16 号が発生し、発達しながら北西に進み 26 日朝には、

沖縄の南南東の海上で中心気圧 920hPa となり最盛期をとなった。同日昼頃から速度を落とし北

向きに進路を変え 29日 15時には奄美大島の東海上に達した。更に台風は北東に進路を変えなが

ら次第に加速し、30 日 18 時 30 分頃には高知県室戸付近に上陸（中心気圧 955hPa）した。更に

23時頃には、大阪市に再上陸（中心気圧 965hPa、大型、並みの強さ）し、岐阜市の北を通って本

州を北東に縦断し 10月 1日 9時には八戸沖へ抜けた。 

 

10 昭和 54年 10月 19日 台風第 20号 

台風 20号は 10月 6日 15時トラック諸島の東で台風となり、8日朝から北西に進み始め、9日

夜にはグアム島の南海上を通過し急激に発達した。12日 15時には沖ノ鳥島南南東約 400kmの海

上で中心気圧 870hPa を観測し最盛期（大型、猛烈な台風）となった。その後ゆっくりした速さ

で西北西に進み、16 日朝から北北西に進路を変え、18 日 9 時には沖縄の南約 150km の海上に達

した。この頃から次第に北東に進路を変えながら加速し、19日 9時 40分に和歌山県白浜付近に

上陸（中心気圧 965hPa、大型、並みの強さ）更に、名古屋市の西を通って本州を北東に縦断し、

19時には八戸沖へ抜けた。 

 

11 平成 2年 9月 19日～20日 台風第 19号 

    グアム島の北西海域で発生した弱い熱帯低気圧は、13 日には台風 19 号となり発達しながら北

西に進み、16日から 17日にかけゆっくり沖縄の南東海洋に近づき急激に発達した。17日午後に

は、中心気圧 890hPa を記録し猛烈な台風となった。その後台風は北東に進み、950hPa 以下の勢

力を保ったまま、19 日 20 時過ぎには、和歌山県白浜の南に上陸した。上陸後速度を上げ近畿地

方から東海地方を通り、本州を縦断し 20日 12時には三陸沖に抜けた。 
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12 平成 3年 9月 18日～19日 台風第 18号 

台風 18号は、18日沖縄の東海上を加速しながら北東に進み、それに伴い本州沿岸の秋雨前線

の活動が活発となった。更に台風は 19 日夕方には八丈島の南を通り、夜には銚子沖に達し、20

日早朝には三陸沖で温帯低気圧になった。東海地方を含め、太平洋沿岸各地では記録的な大雨と

なり、被害は東海地方から東北地方の 16都県に及んだ。愛知県全域では、18日午前中から雨と

なり、夜半過ぎから所々で激しく降り 18日、19日にかけて 100～300ミリの大雨となった。名古

屋では 19日の雨量 217.5ミリを観測した。これは累年第 2位の記録となった。 

 

13 平成 6年 9月 29日～30日 台風第 26号 

9月 19日 3時、グアム島の南西海上で台風となった第 26号は、発達しながら北に進路をとり、

強い勢力を保ったまま29日19時半頃には和歌山県南部に上陸した。上陸時の中心気圧は950hPa、

中心付近の最大風速は 40m/sであった。上陸後は勢力を弱めながらもやや速度を速め、琵琶湖付

近を通って 30日 3時には石川県沖に進んだ。 

この台風の影響により、東部の山間部では総雨量が２００ミリを越えた。 

 

14 平成10年9月21日～23日の台風第７号と台風第８号 

9月17日21時にフィリピンの西の海上で発生した台風第7号は、徐々に発達しながら南西諸島

の東海上を北東進した。また、台風第8号は9月20日に日本の南海上で発生し、北上した。日本

への上陸は第8号の方が早く、21日16時前に和歌山県田辺市付近に上陸し、翌日の22日13時過ぎ

には第7号が和歌山県御坊市付近に上陸した。 

第8号の上陸時の勢力はごく小さく、弱いものであったが、21日夜に一時風雨が強くなった。

第8号は強い雨が顕著で、東部の山間部では21日の21時から23時にかけて、1時間に40mm～60mm

の激しい雨が降った。1日遅れて上陸した第7号は、中型で強い勢力を保って22日15時頃に滋賀

県を通り、北陸へ向かった。台風が愛知県の西を強い勢力で進んだことから、県内では南寄り

の暴風が吹き荒れ、名古屋では最大瞬間風速、南南東の風42.6m/sを観測した。この値は、昭和

34年の伊勢湾台風時に観測した45.7m/sに次ぐ観測開始以来第2位の記録となった。 

 

15 平成12年9月11日～12日の台風第14号 

サイパン島の東海上にあった熱帯低気圧は、9月2日21時に台風第14号となった。10日9時には

南大東島の東南東の海上に達し、大型で非常に強い勢力に発達した。一方、9月11日から12日か

けて、日本付近には秋雨前線が停滞しており、この前線に向かって台風第14号からの暖かく湿

った空気が多量に流れ込んで活動が活発となり、愛知県を中心とした東海地方で記録的な大雨

となった。愛知県では県西部を流れる「新川」の堤防が決壊したのをはじめ、河川の破堤は20

箇所に達したほか、名古屋市内では広範囲に浸水被害が発生した。この大雨で、名古屋地方気

象台が観測した日最大1時間降水量97.0mm、日最大降水量428.0mm、月最大24時間降水量534.5mm

は、いずれも統計開始以来最も多い値となった。台風は、12日19時過ぎには沖縄を通過し、東

シナ海で向きを北寄りに変え、九州の西海上を北東に進んで朝鮮半島に上陸した。その後、日

本海に進み16日15時には日本海西部で温帯低気圧となった。 
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16 平成15年8月8日～9日の台風第10号 

台風第10号は8月3日15時にフィリピンの東で発生し、7日15時には大型で非常に強い台風とな

った。台風第10号は強い勢力を維持したまま8日21時30分頃に高知県室戸市付近に上陸し、いっ

たん瀬戸内海に抜けた後、9日6時頃に兵庫県西宮市付近に再上陸した。その後はやや勢力を弱

めながら本州を縦断するように北東に進み、10日6時に千島近海で温帯低気圧に変わった。台風

第10号は動きが比較的遅く、愛知県では台風からの湿った南よりの風が長時間続いたため、茶

臼山で390mmの総降水量を観測するなど愛知県東部の山地で雨量が多くなった。風も非常に強く

吹き、名古屋で9日6時17分に東南東の風28.0m/s、伊良湖で9日1時26分に南の風27.3m/sの最大

瞬間風速を観測した。 

 

17 平成16年10月8日～9日の台風第22号 

台風第22号は、10月4日12時にフィリピンの東で発生し、8日3時には中心気圧920hPa、中心付

近の最大風速50m/sの非常に強い台風となった。その後、台風はゆっくり北上し、9日16時頃伊

豆半島に上陸、関東地方南部を経て茨城県沖を進み10日9時に日本の東で温帯低気圧となった。

台風が愛知県に最も接近したのは9日14時から15時頃であった。台風の北上と停滞前線の影響に

より愛知県では多いところで2日間で300mmを超える大雨となり、9日には約半数の観測所で10月

としての日降水量の極値を更新した。 

 

18 平成16年10月20日～21日の台風第23号 

台風23号は、10月13日9時にマリアナ諸島で発生し、16日21時には中心気圧940hPa、中心付近

の最大風速45m/s、暴風半径280km、強風半径1100kmの超大型で非常に強い台風となった。その

後、台風第23号はゆっくり北上し、20日13時頃に高知県土佐清水市付近に上陸、近畿地方から

東海地方を経て21日9時に関東の東海上で温帯低気圧となった。台風の中心が愛知県に最も接近

したのは20日宵の内から夜遅くで、名古屋では20日18時39分に南の風33.2m/s、伊良湖では17時

28分に南東の風35.2m/sの最大瞬間風速を観測した。また、総降水量は、津具村茶臼山で265mm

となり、東三河北部を中心に200mmを超える大雨となった。 

 

19 平成21年10月7日～8日の台風第18号 

台風第18号は9月30日9時に発生し、ゆっくりと西に進み、10月4日9時にはフィリピンの東

で、中心気圧920hPa、最大風速55m/sの猛烈な台風に発達した。台風は6日から7日にかけて南大

東島付近を通過し、中心気圧940hPa、最大風速45m/sの強い勢力を維持したまま、北北東から北

東に進み、8日午後5時過ぎに知多半島付近に上陸後、愛知県から関東甲信地方へ進んだ。この

台風の影響により、伊良湖では8日に日最大瞬間風速39.9m/sを観測した（1953年の観測開始以

来10月の極値を更新）。また、名古屋では、8日に日最大1時間降水量67.0mmを観測した（1890

年の観測開始以来10月の極値を更新）。 

 

20 平成23年9月2日～4日の台風第12号 

台風第12号は、8月25日9時にマリアナ諸島の西の海上で発生し、発達しながらゆっくりとし

た速さで北上し、30日には小笠原諸島付近で中心気圧が965ヘクトパスカル、最大風速が35メー

トルの大型で強い台風となった。台風は、いったん西に進んだ後北へ向きを変え、9月2日には
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大型の台風となって暴風域を伴ったまま四国地方に接近し、3日10時前に高知県東部に上陸し

た。台風はその後もゆっくりとした速さで北上を続け、18時頃に岡山県南部に再上陸した後、4

日未明に山陰沖に進み、5日15時に日本海中部で温帯低気圧に変わった。 

台風が大型でさらに動きが遅かったため、長時間にわたって台風周辺の非常に湿った空気が

流れ込み、県内では、降り始め（2日09時）から5日14時までの降水量は、西三河北東部、東三

河北部で300㎜を超え、豊田市稲武では330.0㎜を観測した。 

 

21 平成23年9月20日～21日の台風第15号 

台風第15号は、９月13日21時に日本の南で発生し、北に進んだ後西に向きを変え、16日にか

けて大東島地方に向かって進んだ。台風は、南大東島の西海上を反時計回りに円を描くように

ゆっくり動いた後、19日21時には最大風速が35m/sの強い台風となって奄美群島の南東海上を北

東に進み、20日21時には中心気圧が940hPa、最大風速が50m/sの非常に強い台風となった。台風

は、速度を速めつつ四国の南海上から紀伊半島に接近した後、21日14時頃に静岡県浜松市付近

に上陸し、強い勢力を保ったまま東海地方から関東地方、そして東北地方を北東に進んだ。 

愛知県では、19日夕方から、東海地方に上陸し関東地方に進んだ21日夕方にかけて、断続的

に強い雨が降り、特に20日は、名古屋市などで激しく降るなど、尾張東部から中濃・東濃にか

けて大雨となり、庄内川が氾濫した。降り始め（19日17時）から21日19時までの降水量は、尾

張東部、東三河北部で300㎜を超えたところがあり、豊田市阿蔵では383.5㎜を観測した。ま

た、台風が最接近した21日昼頃から沿岸部では非常に強い風が吹き、伊良湖で21日12時34分に

日最大瞬間風速33.0m/sを観測した。 

 

22 平成24年6月19日の台風第4号 

台風第4号は、6月12日15時にカロリン諸島で発生し、フィリピンの東海上に達した後、進行

方向を変え発達しながら北上した。18日には沖縄の南海上、19日09時には九州の南海上を北北

東に進み、強い勢力を維持しながら本州に接近し、19日17時過ぎに和歌山県南部に上陸した。

その後、台風は紀伊半島の東岸を北東に進み、伊勢湾を通過し、20時過ぎに愛知県東部に再上

陸した。その後も北東に進み、関東甲信地方を通過し、20日9時には東北地方の東海上に達し温

帯低気圧に変わった。 

県内では、この台風と梅雨前線の影響により大雨となり、19日昼前から、断続的に強い雨が

降り、台風本体の雨雲がかかり始めた夜には、豊田市阿蔵で1時間降水量65.5㎜の非常に激しい

雨を観測するなど、東部を中心に大雨となった。降り始め（19日00時）から20日06時までの降

水量は、豊田市阿蔵では239.0㎜を観測した。また、19日午後から東よりの風が強まり、夜には

豊橋で最大瞬間風速29.1m/sを観測するなど東部を中心に東よりの強い風が吹いた。 

 

23 平成25年9月16日の台風第18号 

9月13日3時に小笠原近海で発生した台風第18号は、日本の南海上を北西に進みながら14日9時

に大型となり、15日夕方には四国の南海上に達した。その後、台風は進路を北東に変え、近畿

地方や東海地方を暴風域に巻き込みながら東海道沖を北東に進み、16日8時前に愛知県豊橋市付

近に上陸した（8時の中心気圧は970hPa）。台風は上陸後も勢力を維持したまま北上し、暴風域

を伴って関東甲信地方を北東に進んだ後、東北地方南部を経て16日18時には三陸沖に達した。 
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愛知県では、14日夜から台風の北側の雨雲がかかりはじめ、15日夕方にかけて所々で雨が降

ったが、15日夜遅くから県内全域で雨となった。台風本体の雨雲がかかった16日朝には、東部

を中心に非常に激しい雨が降り、特に豊田市小原では16日9時6分までの1時間に96.0ミリの猛烈

な雨が降り、観測開始以来の極値を更新した。降り始め（14日21時）から16日16時までの降水

量は、豊田市阿蔵で321ミリを観測した。解析雨量では、9月16日16時までの48時間に、豊田市

東部付近、新城市付近、設楽町付近で約350ミリとなった。風については、15日午後から南東よ

りの風が強まり、16日朝にかけ海上を中心に南東の非常に強い風が吹いた。また、台風の通過

後は、北西の非常に強い風が吹いた。豊橋市豊橋では、最大瞬間風速39.4m/sを記録した。 

海上では15日早朝から波やうねりが高くなり、16日は大しけとなった。 

 

24 平成26年8月9～10日の台風第11号 

台風第11号は、7月29日12時にマリアナ諸島付近で発生し、8月4日09時にはフィリピンの東に

進んだ。その後、進路を次第に北に変え、日本の南から四国の南に進み、8月10日06時過ぎに高

知県安芸市付近に上陸した。その後、台風は兵庫県赤穂市付近に上陸し、8月10日の昼過ぎには

日本海に達した。8月11日09時には日本海北部で温帯低気圧に変わった。 

台風の接近に伴い、北日本から西日本にのびる前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込ん

だ影響により、8月9日未明から10日にかけて大雨となった。 

三重県では8月9日の日降水量が、津市白山で435.5ミリ、津市笠取山で393.0mm、亀山で

333.0mmを観測し、統計開始以来の極値を更新した。 

降り始め（8月8日14時）から8月10日24時までの総降水量は、三重県大台町宮川で661.5mm、

三重県津市白山で518.0mmとなった。 

このため、三重県では9日17時20分に大雨特別警報が発表された。 

 

25 平成26年10月5日～6日の台風18号 

台風第18号は、9月29日15時にトラック諸島近海で発生し、10月2日9時にはフィリピンの東で

大型で非常に強い台風となった。4日9時には南大東島の東南東の海上に進み、次第に進路を北

に変え、5日9時には屋久島の南南東の海上で大型で強い台風となった。その後、進路を北から

北東に変え、6日3時には潮岬の南南西の海上、6日6時には尾鷲市の東南東の海上を北東に進ん

だ。6日8時過ぎに静岡県浜松市付近に上陸し、速度を上げて6日9時には静岡市付近、6日11時に

は東京23区付近を北東に進み、昼過ぎには関東の東に達した後、6日21時に日本の東で温帯低気

圧に変わった。 

愛知県では、降り始めの5日1時から6日12時までの降水量は、豊橋市神野新田町で222.5mm、

田原市伊良湖で187.0mm、新城市作手高里木戸口で179.0mmを観測した。常滑市セントレアでは

最大風速21.8m/s、最大瞬間風速27.3m/s、豊橋市豊橋では最大風速19.3m/s、最大瞬間風速

32.2m/s、を観測した。 

 

26 平成26年10月13日～14日の台風19号 

台風第19号は、10月3日21時にマーシャル諸島で発生したのち西北西に進み、7日21時にはフ

ィリピンの東で猛烈な台風となり、次第に向きを北に変えながら10日3時には沖縄の南で大型で

非常に強い台風となった。12日3時には大型で強い台風となり東シナ海を北上した後、12日夜遅
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くには進路を東に変え、13日8時半頃に鹿児島県枕崎市付近に上陸した。13日9時には大型の台

風となり、九州南部を通過し海上に進んだ後、13日14時半頃に高知県宿毛市付近に上陸し、四

国を北東に進み、13日20時半頃に大阪府岸和田市付近に上陸した。13日23時には愛知県一宮市

付近を通過し、14日0時には岐阜県郡上市付近に進み、14日6時には三陸沖に進んだ後、14日9時

には温帯低気圧に変わった。 

愛知県では、降り始めの13日2時から14日4時までの降水量は、豊田市阿蔵町で125.5mm、愛西

市江西町125.0mm、豊根村茶臼山で124.0mmを観測した。常滑市セントレアでは最大風速

22.0m/s、最大瞬間風速28.8m/sを観測した。海上では波の高さが7mの大しけとなった。潮位

は、衣浦で10月13日19時38分に最大潮位偏差（瞬間値）77cm、10月13日19時38分に最高潮位

（瞬間値）標高147cm、名古屋で10月13日19時42分に最大潮位偏差（瞬間値）73cm、10月13日19

時42分に最高潮位（瞬間値）標高150cmを観測した。 

 

27 平成27年9月9日の台風第18号 

台風第18号は、9月7日3時に日本の南で発生し、ゆっくりした速さで北北西に進んだ。8日3時

には硫黄島の西北西を時速25キロで北へ進み、8日9時には父島の西に達した。台風は9日1時に

は八丈島の西南西を時速25キロで北北西に進み、9日7時に愛知県豊橋市の南を北北西に進んだ

後、9日10時過ぎに愛知県知多半島に上陸した。台風はその後、9日11時には愛知県名古屋市付

近、13時には石川県小松市の南南東を北北西に進んだ後、日本海に進み、9日21時に台風は日本

海中部で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では、降り始めの7日13時から10日9時までの降水量は、西尾市一色町で219.5mm、田原

市伊良湖で212.5mm、南知多町豊丘で210.5mmを観測した。風については、愛知県常滑市セント

レアでは最大風速17.8m/s、最大瞬間風速28.8m/s、田原市伊良湖では最大風速15.9m/s、最大瞬

間風速30.3m/s、名古屋市千種区では最大風速14.3m/s、最大瞬間風速30.1m/sを観測した。 

 

28 平成28年9月19日～20日の台風第16号 

台風第16号は、9月13日3時にフィリピンの東で発生し、20日00時過ぎに鹿児島県大隅半島に

上陸し、西日本の南岸を東北東に進み、20日13時半頃和歌山県田辺市付近に上陸した。その

後、20日夜のはじめ頃に愛知県を東進し、20日21時に東海道沖で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では19日17時までの1時間に岡崎市木下町（愛知県雨量計）で103mmの雨を解析した。

また、20日17時23分までの1時間に、蟹江町蟹江で61.0mmの雨を解析した。19日0時から20日24

時までの48時間解析雨量積算では、西三河南部で300mmを超える雨量を解析した。 

 

29 平成29年7月4日～5日の台風第3号 

台風第3号は、7月2日09時に沖縄の南で発生し、発達しながら北西に進んだ。3日は東シナ海

を北東へ進み、4日8時頃に長崎市付近に上陸した。この後九州を横断し、豊後水道を東へ進ん

だ後、4日12時過ぎに愛媛県宇和島市付近に上陸した。四国地方を横断した後、4日17時前に和

歌山県田辺市付近に上陸し、4日夜は東海道沖を東に進んだ。その後、5日09時には日本の東で

温帯低気圧に変わった。 

愛知県では4日18時30分までの1時間に瀬戸市付近、豊田市西部付近で約70mmの雨を解析し、0

時から24時までの解析雨量は150mmを越える雨量を解析した。 
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30 平成29年8月7日の台風第5号 

台風第5号は7月21日09時に南鳥島近海で発生し西に進んだ。29日には父島の東を南西に進

み、8月1日には日本の南で北西に向きを変え、6日には九州の南で北東に向きを変えて進み、7

日10時頃に高知県室戸市付近を通過し、7日15時半頃に暴風域を伴ったまま和歌山県北部に上陸

した。上陸後は近畿地方を北東に進み、7日19時には三重県伊賀市付近を通過し、8日05時には

富山湾に達した。その後も北陸地方の沿岸を北東に進み、8日18時に新潟県佐渡市付近に達した

後、9日03時には山形県沖で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では、降り始めの7日00時から8日24時までの降水量は豊根村茶臼山で224.5mm、豊田市

阿蔵で203.0mmを観測した。愛知県常滑市セントレアでは最大風速22.7m/s、最大瞬間風速

28.3m/sを観測した。県内では突風により人的被害、住家の損壊などが発生した。 

 

31 平成29年9月17日～18日の台風第18号 

台風第18号は、9月9日21時にマリアナ諸島で発生し、11日から12日にかけて強い勢力となり

フィリピンの東から沖縄の南を北西に進みました。16日に進路を東寄りに変えて東シナ海を東

北東に進み、17日11時半頃、鹿児島県南九州市付近に上陸した。その後、暴風域を伴ったまま

次第に速度を上げて九州南部及び四国地方を通過し、17日22時頃に兵庫県明石市付近に上陸し

た後、近畿地方及び北陸地方を北東に進み、18日北海道を北北東に進み、18日21時にサハリン

付近で温帯低気圧に変わった。 

愛知県ではセントレアで最大風速24.5m/s、最大瞬間風速は32.4m/s、名古屋市で最大風速

16.5m/s、最大瞬間風速30.8m/sを観測した。 

 

32 平成29年10月22日～23日の台風第21号 

10月16日03時にカロリン諸島で発生した台風第21号は、発達しながらフィリピンの東海上を

北上し、21日には超大型で非常に強い勢力となり日本の南海上を北上した。22日夜遅くには東

海道沖を北北東に進んだ後、23日03時頃に超大型で強い勢力で静岡県御前崎市付近に上陸し

た。その後、暴風域を伴ったまま静岡県及び関東地方を北東に進み、23日15時に北海道の東で

温帯低気圧に変わった。 

愛知県では22日から23日にかけて、台風第21号や前線の影響により広い範囲で大雨や強風と

なり、23日は暴風となった所があった。このため、人的被害や住家被害、河川の越水などの被

害が発生した。 

 

33 平成30年７月28日～29日の台風第12号 

7月25日03時に日本の南で発生した台風第12号は、26日21時には強い勢力となり発達しながら

北上し、28日は次第に進路を西よりに変え伊豆諸島付近を北西に進んだ。台風は、暴風域を伴

い強い勢力を維持したまま東海道沖を西へ進み、29日01時頃に三重県伊勢市付近に上陸した。

東海地方を西へ進んだ非常に珍しい台風となった。 

愛知県では28日から29日にかけて非常に強い風が吹き、29日は暴風となった所があった。こ

のため、強風による人的被害が発生したほか、広域の停電や鉄道の運休などライフラインや交

通機関に大きな影響があった。 
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34 平成30年８月22日～24日の台風第20号 

18日21時にトラック諸島近海で発生した台風第20号は、小笠原諸島の南西海上を発達しなが

ら北西に進み、22日12時に非常に強い勢力となり日本の南を北西に進んだ。23日は、四国の南

海上を北上し、強い勢力で暴風域を伴ったまま23日21時頃に徳島県南部に上陸した。その後も

暴風域を伴ったまま四国地方および近畿地方を北上し、24日02時に日本海に抜けた後、24日15

時に秋田県沖で温帯低気圧に変わった。 

三重県では22日夜遅くから雨が降り、24日にかけて大雨となった。降り始めの22日22時から

24日20時までの総雨量の多い所は、大台町宮川448.5mm、尾鷲311.0mm、御浜262.0mmの雨を観測

した。台風が三重県に接近した24日未明に、尾鷲の最大風速は24日00時31分に南南東の風

19.4m/s、最大瞬間風速は24日00時30分に南南東の風36.3m/sを観測した。海上では台風の接近

に伴って、波が高くうねりを伴い、23日夜遅くには外海で９mを超え猛烈なしけとなった。この

ため、人的被害があったほか、鉄道の運休や船舶の欠航、停電など、交通機関やライフライン

に影響があった。 

 

35 平成30年9月4日～5日の台風第21号 

8月28日09時に南鳥島近海で発生した台風第21号は、マリアナ諸島を発達しながら西に進み、

31日09時に猛烈な勢力となった。その後は非常に強い勢力で日本の南海上を北上し、暴風域を

伴い非常に強い勢力を維持して4日12時頃に徳島県南部に上陸した。その後も暴風域を伴ったま

ま北北東に進み、14時頃に兵庫県神戸市付近に再上陸、15時には若狭湾に達し、日本海沿岸を

北上した後、5日09時に間宮海峡で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では4日から5日にかけて猛烈な風が吹き、4日には県内の広い範囲で暴風となり海上で

は猛烈なしけとなった。また、台風の北上に伴って流れ込んだ雨雲の影響により大雨となった

所があった。このため、強風による人的被害や建物の被害が発生したほか、鉄道の運休や航空

機・船舶の欠航、広域の停電など、交通障害やライフラインへの大きな影響があった。 

 

36 平成30年9月29日～10月1日の台風第24号 

９月21日21時にマリアナ諸島付近で発生した台風第24号は、フィリピンの東海上を発達しな

がら西北西に進み、25日00時には猛烈な台風となった。30日は次第に速度を速めながら四国の

南海上を北東に進み、暴風域を伴い非常に強い勢力を維持して、30日20時頃に和歌山県田辺市

付近に上陸した。その後も暴風域を伴ったまま更に速度を速めて東海、関東甲信、東北地方を

北東に進み、10月１日12時に日本の東海上で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では、台風が強い勢力のまま愛知県西部を通過したため、豊橋で最大風速27.1m/sを観

測し2005年の統計開始以来1位の記録的な暴風となった。最大瞬間風速は38.1m/sで2008年の統

計開始以来２位であった。また、台風本体の雨雲がかかった30日夜を中心に東三河北部では一

時的に猛烈な雨が降った所があった。このため、強風による人的被害や建物等の被害が発生し

たほか、鉄道の運休や航空機・船舶の欠航、広域および長時間にわたる停電など、交通障害や

ライフラインへの大きな影響があった。 

 

37 令和元年８月14日～16日の台風第10号 

８月６日15時にマリアナ諸島で発生した台風第10号は北西に進み、14日03時には四国の南に
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進んだ後、進路を北に変え15日は豊後水道を北上した。11時過ぎに愛媛県佐田岬半島付近を、

東側330km西側60kmと東側に偏った暴風域を伴って通過、15時頃に暴風域が消滅した状態で広島

県呉市付近に上陸した。上陸後台風は中国地方を縦断し15日夜には日本海に進み、北上しなが

ら進路を次第に北東に変えて16日21時に北海道の西で温帯低気圧に変わった。 

愛知県では、15日朝から風が強まり始め、台風の進む速度が遅かったため強風は16日朝まで

続いた。このため、強風による人的被害や建物等の被害が発生したほか、鉄道の運休や航空

機・船舶の欠航などの影響があった。 

 

38 令和元年９月８日～９日の台風第15号 

９月５日15時に南鳥島近海で発生した台風第15号は、小笠原近海を北西に進み、８日には向

きを北よりに変え伊豆諸島北部を北北東に進んだ。９日03時前に非常に強い勢力で三浦半島付

近を通過、９日05時前に強い勢力で千葉市付近に上陸後、関東地方を北東に進んだ。 

静岡県では、８日夜遅くから９日未明にかけて暴風となり、非常に強い風を観測した所があ

った。また、８日朝から断続的に雨となり、台風が接近した８日夜から９日未明にかけては伊

豆地方を中心に猛烈な雨となり、降り始めからの総降水量は天城山で440.5ミリとなった。海上

では８日から９日にかけて波やうねりが高く、石廊崎では４メートルを超えるしけとなった。 

このため、人的被害や建物等の被害が発生したほか、道路の通行止め、鉄道の運休や航空

機・船舶の欠航、断水・停電などライフラインへの影響があった。 

 

39 令和元年10月11日～13日の令和元年東日本台風（台風第19号） 

10月６日３時に南鳥島近海で発生した台風第19号は、マリアナ諸島を西に進みながら、７日

18時に大型で猛烈な台風となった。台風はその後小笠原近海を北北西に進み、12日には北寄り

に進路を変え伊豆諸島北部を北北東に進んだ。12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸

した後、関東地方を通過し、13日未明に三陸沖に抜けた。 

愛知県では12日を中心に強風となり外海では大しけとなった。また、台風周辺の活発な雨雲

の影響により大雨となった所があった。このため、強風による人的被害が発生したほか、鉄道

の運休や航空機・船舶の欠航などの影響があった。 

 

40 令和２年９月６日～７日の台風第10号 

９月１日21時に小笠原近海で発生した台風第10号は、５日11時には大型で非常に強い勢力と

なり、７日は九州の西海上から日本海西部を北に進み、８日03時には中国東北区で温帯低気圧

に変わった。愛知県には台風本体の雨雲はかからなかったものの、台風東側の暖かく湿った空

気と高気圧の縁をまわる暖かく湿った空気が合流して流れ込み、大気の状態が非常に不安定と

なった。このため、６日から７日にかけて所々で雨となり、特に７日昼前から夕方にかけて

は、雷を伴い非常に激しい雨が降って大雨となった所があった。また、外海ではうねりを伴っ

て大しけとなった。名古屋市で床上浸水などの被害が発生した。 
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S1-04 愛知県に被害のあった過去の主な地震 

発生年 地震名 タイプ 
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰ

ﾄﾞ 
県内震度 被害状況 

1498 明応地震 海溝型 8.6 不明 

津波に襲われた区域は、紀伊半島から房

総半島におよび、三重・静岡県（伊勢・志

摩・遠江）沿岸では、大津波により大災害

をこうむった。愛知県内の被害は不明。 

1586 天正地震 内陸型 7.9 不明 

近畿から東海道にかけて大地震。家屋の

全半壊400戸、死傷者多数。愛知県内につい

ては、地震後、飢饉がおこり、疫死者が多

くでた。 

1707 宝永地震 海溝型 8.4 不明 
死者、建物倒壊、堤防破損ともに多く、

渥美半島では津波の被害が大きかった。 

1854 
安政東海

地震 
海溝型 8.4 不明 

三河湾の沿岸に津波が来襲し被害をうけ

た。死者約30人、家屋倒壊約1,000戸。 

1891 濃尾地震 内陸型 8.4 不明 

尾張地方に甚大な被害をもたらした。濃

尾平野の広範囲で液状化現象がみられた。

死者2,459人。住宅全半壊58,462戸。 

1944 
東南海 

地震 
海溝型 7.9 Ⅴ 

主として三河湾沿岸と、伊勢湾沿岸で、

一般に埋め立て地や沖積層の地帯で被害が

大きかった。被害の詳細は戦時中のため不

明。 

1945 三河地震 内陸型 6.8 Ⅳ 

西三河地方の矢作川下流域を中心に被害

が大きかった。死者1,961人、住家全半壊

16,881戸。 

（出典：愛知県地域防災計画） 

 

S1-05 近年発生した主な地震 

発生 

年月日 

震央地名 

・地震名 

ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

最大 

震度 
津波 

人的被害 

（人） 

物的被害(住家) 

（棟） 

2000.10.6 鳥取県西部 

平成12年 

鳥取県西部地震 

7.3 6強  負傷者 182 
全壊  435 

半壊  3,101 

2001.3.24 安芸灘 

平成13年 

芸予地震 

6.7 6弱  
死者  2 

負傷者 288 

全壊  70 

半壊  774 

2003.5.26 宮城県沖 
7.1 6弱  負傷者 174 

全壊  2 

半壊  21 

2003.7.26 宮城県北部 

［宮城県中部］ 
6.4 6強  負傷者 677 

全壊  1,276 

半壊  3,809 

2003.9.26 釧路沖（十勝沖） 

平成15年 

十勝沖地震 

8.0 6弱 255㎝ 

死者  1 

不明者 1 

負傷者 849 

全壊  116 

半壊  368 

2004.10.23 新潟県中越地方 

平成16年 

新潟県中越地震 

6.8 7  
死者  68 

負傷者 4,805 

全壊  3,175 

半壊  13,810 

2005.3.20 福岡県西方沖 

［福岡県北西沖］ 
7.0 6弱  

死者  1 

負傷者 1,204 

全壊  144 

半壊  353 

2005.8.16 宮城県沖 
7.2 6弱 12cm 負傷者 100 

全壊   1 

一部破損 984 
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発生 

年月日 

震央地名 

・地震名 

ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

最大 

震度 
津波 

人的被害 

（人） 

物的被害(住家) 

（棟） 

2007.3.25 能登半島沖 

平成19年 

能登半島地震 

6.9 6強 22㎝ 
死者  1 

負傷者 356 

全壊  686 

半壊  1,740 

2007.7.16 新潟県上中越沖 

平成19年 

新潟県中越沖地震 

6.8 6強 32㎝ 
死者  15 

負傷者 2,346 

全壊   1,331 

半壊   5,710 

一部破損 37,633 

2008.6.14 岩手県内陸南部 

平成20年 

岩手・宮城内陸地震 

7.2 6強  

死者  17 

不明者 6 

負傷者 426 

全壊  30 

半壊  146 

2008.7.24 岩手県沿岸北部 
6.8 6弱  

死者  1 

負傷者 211 

全壊   1 

一部破損 379 

2009.8.11 駿河湾 

 
6,5 6弱 36cm 

死者  1 

負傷者 319 

半壊   6 

一部破損 8,672 

2011.3.11 三陸沖 

平成23年 

東北地方太平洋沖地震 

9.0 7 
9.3m

以上 

死者 19,729 

不明者 2,559 

負傷者 6,233 

全壊    121,996 

半壊   282,941 

一部破壊 748,461 

2011.3.12 長野県・新潟県 

県境付近 
6.7 6強  

死者  3 

負傷者 57 

全壊   73 

半壊   427 

2011.3.15 静岡県東部 
6.4 6強  負傷者 80 

半壊   18 

一部破損 3,475 

2011.4.7 宮城県沖 
7.2 6強  

死者  4 

負傷者 296 

東北地方太平洋沖

地震に含まれる。 

2011.4.11 福島県浜通り 
7.0 6弱  

死者  4 

負傷者 10 

東北地方太平洋沖

地震に含まれる。 

2013.4.13 淡路島付近 

6.3 6弱  負傷者 35 

全壊   8 

半壊   101 

一部破損 8,305 

2014.11.22 長野県北部 

6.7 6弱  負傷者 46 

全壊   77 

半壊   137 

一部破損 1,626 

2016.4.14 熊本県熊本地方など 

平成28年 熊本地震 7.3 7  
死者  272 

負傷者 2,809 

全壊    8,667 

半壊   34,719 

一部破壊 162,500 

2016.6.16 内浦湾 

 
5.3 6弱  負傷者 1 一部破損 3 

2016.10.21 鳥取県中部 

6.6 6弱  負傷者 32 

全壊   18 

半壊   312 

一部破損 15,095 

2016.12.28 茨城県北部 
6.3 6弱  負傷者 2 

半壊   1 

一部破損 25 

2018.6.18 大阪府北部 

6.1 6弱  
死者  6 

負傷者 462 

全壊    21 

半壊   483 

一部破損 61,266 

2018.9.6 胆振地方中東部 

平成30年 

北海道胆振東部地震 

6.7 7  
死者  43 

負傷者 782 

全壊    469 

半壊   1,660 

一部破損 13,849 

2019.1.3 熊本県熊本地方 

 
5.1 6弱  負傷者 4 一部破損 60 

2019.2.21 胆振地方中東部 

 
5.8 6弱  負傷者 6 一部破損 19 
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発生 

年月日 

震央地名 

・地震名 

ﾏｸﾞﾆ 

ﾁｭｰﾄﾞ 

最大 

震度 
津波 

人的被害 

（人） 

物的被害(住家) 

（棟） 

2019.6.18 山形県沖 
6.7 6強 11㎝ 負傷者 43 

半壊   28 

一部破壊 1,580 

2021.2.13 福島県沖 

7.3 6強  
死者  1 

負傷者 187 

全壊    69 

半壊   729 

一部破壊 19,758 

2022.3.16 福島県沖 

7.4 6強 20㎝ 
死者  4 

負傷者 247 

全壊    217 

半壊   4,556 

一部破壊 52,162 

2022.6.19 石川県能登地方 5.4 6弱  
負傷者 7 一部破損 62 

2022.6.20 5.0 5強  

2023.5.5 石川県能登地方 6,5 6強  死者  1 

負傷者 49 

全壊   30 

半壊   169 

一部破損 535 5.9 5強  

2023.5．11 千葉県南部 5.2 5強  負傷者 ８ 一部破損 77 

2023.6．11 苫小牧沖 6.2 5弱  負傷者 １ なし 

2024．1.1 石川県能登地方 

7.6 ７ 80㎝ 
死者  241 

負傷者1,299 

全壊   8,789 

半壊   18,813 

一部破損 83,154 

2024.3．15 福島県沖 5.8 5弱  負傷者 ４ なし 

2024.4．２ 岩手県沿岸北部 6.0 5弱  負傷者 ２ なし 

2024.4．17 豊後水道 6.6 6弱  負傷者 16 一部破損 10 

2024．8.8 日向灘 

7.1 6弱 51㎝ 負傷者 14 

全壊     1 

半壊     4 

一部損壊 266   

2024.8.9 神奈川県西部 5.3 ５弱  負傷者  3 一部損壊  7 

2025.1.13 日向灘 6.6 ５弱 23㎝ 負傷者  4 一部損壊  2 

（出典：気象庁ホームページ） 
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S1-06 地震調査研究推進本部による活断層の長期評価 

 
［主要活断層帯の長期評価の概要（算定基準日 令和4年(2022年)1月1日）］ 

 

注）・「ほぼ０%」とあるのは、0.001%未満の確率値を表す。 

・活断層における今後30年以内の地震発生確率が 3%以上を「Ｓランク」、0.1～3％を「Ａランク」、

0.1%未満を「Ｚランク」、不明（すぐに地震が起きることが否定できない）を「Ｘランク」と表

記している。 

・地震後経過率が0.7以上である活断層については、ランクに「＊」を付記している。 

・複数の都道府県に位置している主要活断層帯については、位置している全ての都道府県の欄に掲

載している。 

・再掲した主要活断層帯名を薄緑色で示している。 

※ 活断層が確認されていないところでも大きな地震が発生する可能性があることに留意する必要が

ある。 
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S2-01 防災訓練の種類・内容 

【基礎訓練】 

【大規模災害の発生に備えた総合的な防災訓練】 

 各種の基礎訓練を有機的に組合せ、防災関係機関が合同して、同一想定に基づき、総合的な訓練を

実施する 

 実施時期：災害発生が予想される前の、訓練効果のある時期 

 実施場所：災害のおそれのある地域、又は、訓練効果のある適当な場所 

 実施方法：防災関係機関及び地元住民・事業所が一体となって実践的な内容の災害応急対策を実施 

ボランティア団体にも参加を求める 

・現場指揮本部訓練 

・避難の機能確保訓練 

・ボランティアの受入体制訓練 

・非常配備員の参集訓練 

・情報の伝達、広報の訓練 

・地震防災応急対策の訓練 

【広域応援訓練】 

 県及び市町村は、市町村が被災し、十分な災害応急対策の実施が困難な状況に陥った場合を想定

し、県と他の市町村が連携し、広域的な応援を行う防災訓練を実施する 

【自主防災会等の実施する防災訓練の指導協力】 

 訓練計画遂行上の必要な指導助言を行い、積極的に協力する 

【防災訓練に伴う交通整理】 

 江南警察署は、災害対策基本法又は大規模地震対策特別措置法の定めるところにより、必要な限度

で、区域又は道路の区間を指定して、交通規制を実施 

【訓練の検証】 

 町は、訓練での課題等を整理し、必要に応じて改善措置を講ずる 

水防訓練  水防管理団体が、水防計画に基づき実施 

 地域の河川状況を勘案したものとする 

 必要に応じて、広域洪水等を想定し、水防管理団体が連合する等、防災関係機関が合

同で実施 

 実施時期：出水期を前に、最も訓練効果のある時期 

 実施地域：河川の危険地域等、洪水のおそれのある地域 

消防訓練  町が、消防計画に基づいて実施 

 必要に応じて、大火災を想定し、丹羽広域事務組合消防本部、近隣市町村等と合同で

実施 

避難・救助 

訓練 

 町及びその他防災関係機関が、水防、消防等の災害防護活動と併せ、又は独自で実施 

 学校、病院、社会福祉施設、工場、事業所、大型店舗等では、収容者・利用者等の人

命保護のため、特に避難について、施設を整備し実施する 

 自主防災会、地域住民の参加による地域の実情に応じた訓練を徹底する 

通信訓練  町及び防災関係機関が、非常通信協議会等の協力を得て、各種被害を想定 

 各機関で災害時における情報の収集・伝達要領の訓練を実施 

非常招集 

訓練 

 町及び防災関係機関が、各種災害を想定し、必要に応じて実施 

 勤務時間外における職員、消防団、水防団等の円滑な参集、非常配備を万全とするた

めに実施する 
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S2-02 啓発の内容 

 風水害 

・ 災害に関する基礎知識 

・ 正確な情報の入手 

・ 防災関係機関が講ずる災害応急対策等の内容 

・ 地域の緊急避難場所、避難路に関する知識 

・ 警報等や避難情報の意味と内容 

・ 警報等発表時や避難情報の発令時にとるべき行動 

・ 様々な条件下（家屋内、路上、自動車運転中等）で災害発生時にとるべき行動 

・ 避難生活に関する知識 

・ 家庭における防災の話し合い（災害時の家族内の連絡体制等（連絡方法や避難ルールの取決め等

について、あらかじめ決めておくこと） 

・ 応急手当方法の紹介、平素から県民が実施すべき水、食料その他生活必需品の備蓄、出火防止等

の対策の内容 

・ 家屋が被災した際に、片付けや修理の前に、家屋の内外の写真を撮影するなど、生活の再建に資

する行動 

 地震 

・ 地震に関する基礎知識  

・ 県内の活断層や活断層地震への対策に関する知識  

・ 予想される地震及び津波に関する知識、地域の危険度に関する知識 

・ 警報等や避難情報の意味と内容  

・ 正確な情報の入手  

・ 防災関係機関が講ずる地震防災応急対策等の内容  

・ 地域の緊急避難場所、避難路に関する知識 

・ 緊急地震速報、津波警報等発表時や避難指示の発令時にとるべき行動  

・ 様々な条件下（建物内、路上、自動車運転中等）で災害発生時にとるべき行動  

・ 避難生活に関する知識  

・ 家庭における防災の話し合い（災害時の家族内の連絡体制等（連絡方法や避難ルールの取決め等）

について、あらかじめ決めておくこと）  

・ 応急手当方法の紹介、平素から県民が実施すべき水、食料その他生活必需品の備蓄、家具等の転

倒防止、出火防止、ブロック塀の倒壊防止等の対策の内容  

・ 住居の耐震診断と必要な耐震改修の内容 

・ 家屋が被災した際に、片付けや修理の前に、家屋の内外の写真を撮影するなど、生活の再建に資

する行動 

・ 地震が発生した場合における出火防止、近隣の人々と協力して行う避難･救助活動、初期消火及

び自動車運行自粛等防災上とるべき行動に関する知識 

・ 南海トラフ地震に伴い発生すると予想される地震動及び津波に関する知識 

・ 南海トラフ地震に関連する情報の内容・性格並びにこれに基づきとられる措置の内容 

・ 南海トラフ地震臨時情報が発表された場合及び地震が発生した場合における出火防止、近隣の

人々と協力して行う避難･救助活動、初期消火及び自動車運行自粛等防災上とるべき行動に関す

る知識 
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S2-03 広報の内容 

 事前情報の広報 

・ 気象に関する情報 

・ 河川の水位の情報 

・ 公共交通機関の情報 

・ その他の情報 

 災害発生直後の広報 

・ 災害の発生状況 

・ 地域住民のとるべき措置 

・ 避難に関する情報（避難場所、避難情報） 

・ 医療・救護所の開設状況 

・ 道路情報 

・ その他必要事項 

 応急復旧時の広報 

・ 公共交通機関の状況 

・ ライフライン施設の状況 

・ 食糧、水、その他生活必需品等の供給状況 

・ 公共土木施設等の状況 

・ ボランティアに関する状況 

・ 義援金、救援物資の受入れに関する情報 

・ 被災者相談窓口の開設状況 

・ その他必要事項 

 

 

S2-04 児童生徒に対する地震防災教育の内容 

 児童生徒等の安全と家庭への防災思想の普及を図るため学校（幼稚園を含む。以下同じ。）にお

いて防災上必要な防災教育を行う。 

 災害リスクのある学校においては、避難訓練と合わせて防災教育を実施し、その他の学校におい

ても防災教育を充実し、子供に対して「自らの命は自らが守る」意識の徹底と災害リスクや災害

時にとるべき避難行動（警戒レベルとそれに対応する避難行動等）の理解を促進する。 

 防災教育は、教育課程に位置付けて実施しとりわけ学級活動（ホームルーム活動）、学校行事及

び訓練等とも関連を持たせながら、効果的に行うよう配慮する。 
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S2-05 自動車運転者に対する地震教育の内容 

【地震発生時における運転者のとるべき措置】 

 急ハンドル、急ブレーキを避けるなど、できるだけ安全な方法により道路の左側に停止すること 

 停止後は、カーラジオ等により地震情報や交通情報を聞き、その情報や周囲の状況に応じて行動

すること 

 引き続き車を運転するときは、道路の損壊、信号機の作動停止、道路上の障害物などに十分注意

すること 

 車両を置いて避難するときは、できるだけ道路外の場所に移動しておくこと 

 やむを得ず道路上に置いて避難するときは、道路の左側に寄せて駐車し、エンジンを止め、エン

ジンキーは付けたままとするか運転席などの車内の分かりやすい場所に置いておくこととし、窓

を閉め、ドアはロックしないこと 

 駐車するときは、避難する人の通行や地震防災応急対策の実施の妨げとなるような場所には駐車

しないこと 

 

【地震発生時における交通規制時に運転者のとるべき措置】 

 速やかに車両を次の場所に移動させること 

・緊急交通路に指定された区間以外の場所 

・緊急交通路の区域に指定されたときは、道路以外の場所 

 速やかな移動が困難なときは、車両をできるだけ道路の左側に沿って駐車するなど、緊急通行車

両の通行の妨害とならない方法により駐車すること 

 警察官又は道路管理者等の命令や指示を受けたときは、その命令や指示に従って車両を移動等す

ること 
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S2-06 避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針 

 

 本取組指針に関係する災害対策基本法の規定は以下のとおりである。 

（なお、改正法は令和３年５月 10日公布、同年５月 20日施行。） 

 

（避難行動要支援者名簿の作成） 

第四十九条の十 市町村長は、当該市町村に居住する要配慮者のうち、災害が発生し、又は災害が発

生するおそれがある場合に自ら避難することが困難な者であつて、その円滑かつ迅速な避難の確保

を図るため特に支援を要するもの（以下「避難行動要支援者」という。）の把握に努めるととも

に、地域防災計画の定めるところにより、避難行動要支援者について避難の支援、安否の確認その

他の避難行動要支援者の生命又は身体を災害から保護するために必要な措置（以下「避難支援等」

という。）を実施するための基礎とする名簿（以下この条及び次条第一項において「避難行動要支

援者名簿」という。）を作成しておかなければならない。 

２ 避難行動要支援者名簿には、避難行動要支援者に関する次に掲げる事項を記載し、又は記録する

ものとする。 

一 氏名 

二 生年月日 

三 性別 

四 住所又は居所 

五 電話番号その他の連絡先 

六 避難支援等を必要とする事由 

七 前各号に掲げるもののほか、避難支援等の実施に関し市町村長が必要と認める事項 

３ 市町村長は、第一項の規定による避難行動要支援者名簿の作成に必要な限度で、その保有する要

配慮者の氏名その他の要配慮者に関する情報を、その保有に当たつて特定された利用の目的以外の

目的のために内部で利用することができる。 

４ 市町村長は、第一項の規定による避難行動要支援者名簿の作成のため必要があると認めるとき

は、関係都道府県知事その他の者に対して、要配慮者に関する情報の提供を求めることができる。 

 

（名簿情報の利用及び提供） 

第四十九条の十一 市町村長は、避難支援等の実施に必要な限度で、前条第一項の規定により作成し

た避難行動要支援者名簿に記載し、又は記録された情報（以下「名簿情報」という。）を、その保

有に当たつて特定された利用の目的以外の目的のために内部で利用することができる。 

２ 市町村長は、災害の発生に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、地域防災計画の定めるとこ

ろにより、消防機関、都道府県警察、民生委員法（昭和二十三年法律第百九十八号）に定める民生

委員、社会福祉法（昭和二十六年法律第四十五号）第百九条第一項に規定する市町村社会福祉協議

会、自主防災組織その他の避難支援等の実施に携わる関係者（次項、第四十九条の十四第三項第一

号及び第四十九条の十五において「避難支援等関係者」という。）に対し、名簿情報を提供するも

のとする。ただし、当該市町村の条例に特別の定めがある場合を除き、名簿情報を提供することに

ついて本人（当該名簿情報によつて識別される特定の個人をいう。次項において同じ。）の同意が

得られない場合は、この限りでない。 
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３ 市町村長は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、避難行動要支援者の生命

又は身体を災害から保護するために特に必要があると認めるときは、避難支援等の実施に必要な限

度で、避難支援等関係者その他の者に対し、名簿情報を提供することができる。この場合において

は、名簿情報を提供することについて本人の同意を得ることを要しない。 

 

（名簿情報を提供する場合における配慮） 

第四十九条の十二 市町村長は、前条第二項又は第三項の規定により名簿情報を提供するときは、地

域防災計画の定めるところにより、名簿情報の提供を受ける者に対して名簿情報の漏えいの防止の

ために必要な措置を講ずるよう求めることその他の当該名簿情報に係る避難行動要支援者及び第三

者の権利利益を保護するために必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

 

（秘密保持義務） 

第四十九条の十三 第四十九条の十一第二項若しくは第三項の規定により名簿情報の提供を受けた者

（その者が法人である場合にあつては、その役員）若しくはその職員その他の当該名簿情報を利用

して避難支援等の実施に携わる者又はこれらの者であつた者は、正当な理由がなく、当該名簿情報

に係る避難行動要支援者に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

 

（個別避難計画の作成） 

第四十九条の十四 市町村長は、地域防災計画の定めるところにより、名簿情報に係る避難行動要支

援者ごとに、当該避難行動要支援者について避難支援等を実施するための計画（以下「個別避難計

画」という。）を作成するよう努めなければならない。ただし、個別避難計画を作成することにつ

いて当該避難行動要支援者の同意が得られない場合は、この限りでない。 

２ 市町村長は、前項ただし書に規定する同意を得ようとするときは、当該同意に係る避難行動要支

援者に対し次条第二項又は第三項の規定による個別避難計画情報の提供に係る事項について説明し

なければならない。 

３ 個別避難計画には、第四十九条の十第二項第一号から第六号までに掲げる事項のほか、避難行動

要支援者に関する次に掲げる事項を記載し、又は記録するものとする。 

一 避難支援等実施者（避難支援等関係者のうち当該個別避難計画に係る避難行動要支援者につい

て避難支援等を実施する者をいう。次条第二項において同じ。）の氏名又は名称、住所又は居所

及び電話番号その他の連絡先 

二 避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関する事項 

三 前二号に掲げるもののほか、避難支援等の実施に関し市町村長が必要と認める事項 

４ 市町村長は、第一項の規定による個別避難計画の作成に必要な限度で、その保有する避難行動要

支援者の氏名その他の避難行動要支援者に関する情報を、その保有に当たって特定された利用の目

的以外の目的のために内部で利用することができる。 

５ 市町村長は、第一項の規定による個別避難計画の作成のため必要があると認めるときは、関係都

道府県知事その他の者に対して、避難行動要支援者に関する情報の提供を求めることができる。 

 

 

 



S2-7 

（個別避難計画情報の利用及び提供） 

第四十九条の十五 市町村長は、避難支援等の実施に必要な限度で、前条第一項の規定により作成し

た個別避難計画に記載し、又は記録された情報（以下「個別避難計画情報」という。）を、その保

有に当たつて特定された利用の目的以外の目的のために内部で利用することができる。 

２ 市町村長は、災害の発生に備え、避難支援等の実施に必要な限度で、地域防災計画の定めるとこ

ろにより、避難支援等関係者に対し、個別避難計画情報を提供するものとする。ただし、当該市町

村の条例に特別の定めがある場合を除き、個別避難計画情報を提供することについて当該個別避難

計画情報に係る避難行動要支援者及び避難支援等実施者（次項、次条及び第四十九条の十七におい

て「避難行動要支援者等」という。）の同意が得られない場合は、この限りでない。 

３ 市町村長は、災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、避難行動要支援者の生命

又は身体を災害から保護するために特に必要があると認めるときは、避難支援等の実施に必要な限

度で、避難支援等関係者その他の者に対し、個別避難計画情報を提供することができる。この場合

においては、個別避難計画情報を提供することについて当該個別避難計画情報に係る避難行動要支

援者等の同意を得ることを要しない。 

４ 前二項に定めるもののほか、市町村長は、個別避難計画情報に係る避難行動要支援者以外の避難

行動要支援者について避難支援等が円滑かつ迅速に実施されるよう、避難支援等関係者に対する必

要な情報の提供その他の必要な配慮をするものとする。 

 

（個別避難計画情報を提供する場合における配慮） 

第四十九条の十六 市町村長は、前条第二項又は第三項の規定により個別避難計画情報を提供すると

きは、地域防災計画の定めるところにより、個別避難計画情報の提供を受ける者に対して個別避難

計画情報の漏えいの防止のために必要な措置を講ずるよう求めることその他の当該個別避難計画情

報に係る避難行動要支援者及び第三者の権利利益を保護するために必要な措置を講ずるよう努めな

ければならない。 

 

（秘密保持義務） 

第四十九条の十七 第四十九条の十五第二項若しくは第三項の規定により個別避難計画情報の提供を

受けた者（その者が法人である場合にあつては、その役員）若しくは、その職員その他の当該個別

避難計画情報を利用して避難支援等の実施に携わる者又はこれらの者であつた者は、正当な理由が

なく、当該個別避難計画情報に係る避難行動要支援者等に関して知り得た秘密を漏らしてはならな

い。 

 

（災害応急対策及びその実施責任） 

第五十条（略） 

２ 指定行政機関の長及び指定地方行政機関の長、地方公共団体の長その他の執行機関、指定公共機

関及び指定地方公共機関その他法令の規定により災害応急対策の実施の責任を有する者は、法令又

は防災計画の定めるところにより、災害応急対策に従事する者の安全の確保に十分に配慮して、災

害応急対策を実施しなければならない。 
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（市町村長の警報の伝達及び警告） 

第五十六条 市町村長は、法令の規定により災害に関する予報若しくは警報の通知を受けたとき、自

ら災害に関する予報若しくは警報を知つたとき、法令の規定により自ら災害に関する警報をしたと

き、又は前条の通知を受けたときは、地域防災計画の定めるところにより、当該予報若しくは警報

又は通知に係る事項を関係機関及び住民その他関係のある公私の団体に伝達しなければならない。

この場合において、必要があると認めるときは、市町村長は、住民その他関係のある公私の団体に

対し、予想される災害の事態及びこれに対してとるべき避難のための立退きの準備その他の措置に

ついて、必要な通知又は警告をすることができる。 

２ 市町村長は、前項の規定により必要な通知又は警告をするに当たつては、要配慮者に対して、そ

の円滑かつ迅速な避難の確保が図られるよう必要な情報の提供その他の必要な配慮をするものとす

る。 
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S2-07 避難誘導等に係る防災上重要施設管理者の留意事項 

 

 学校、病院、工場その他防災上重要な施設の管理者は、次の事項に留意してあらかじめ避難計画を

作成し、関係職員等に周知徹底を図ると同時に訓練等を実施することにより避難の万全を期するもの

とする。 

学校  それぞれの地域の特性等を考慮した上で、想定される被害の状況に応じ

た対応ができるよう、以下の事項を含め、計画を作成する 

・避難の場所、経路、時期及び誘導 

・指示伝達の方法等 

学校・教育行政機関  義務教育の児童生徒を集団的に避難させる場合に備えて、以下の事項を

含め、計画を作成する 

・緊急避難場所及び避難所等の選定 

・保健・衛生 

・給食等の実施方法等 

病院  患者を他の医療機関又は安全な場所へ集団的に避難させる場合におい

て、以下の事項を含め、計画を作成する 

・他の医療機関又は避難所の確保 

・移送の方法 

・保健、衛生 

・入院患者に対する実施方法等 
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S2-08 大口町指定避難所及び指定緊急避難場所等 
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S2-09 重要水防箇所 
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S2-10 被害区域想定（木曽川） 
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